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液状化でめくれあがった遵路（築地）
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記念公園総合体青麓のサブアリー
ナに山積みされた救撞物賣





震災後の3月5日、兵庫漂南部地震尼崎市犠牲者合同慰霊祭が行われた
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注：この図は、義援金申諮等をもとに家屋の被害状況を製査した結果によって作成したものである。 （平成7年5月31現在）



発刊にあたって

ヽ

尼崎市長帝筈田夜｝担

平成7年1月17日午前5時46分、突如として兵庫県南東部を製った大地猿は、

無残にも 6千人を超える葬い命を奪い、長い年月にわたって築き上げてきた都市

の基盤施設や財産を一瞬にして崩壊させるという、未曽有の大被害をもたらしま

した。

本市におきましても、 49人もの市民の諄い生命が失われ、 7千人余の方々が負

傷されました。また、多くの家屋が全・半壊し、道路や橋りょう等の各種公共施

設の損壊、ライフラインの寸断など大きな被害を受けました。

この大地震から得られた貸重な教訓を踏まえ、市民の皆様が安心して暮らせる

災害に強いまちづくりを進め、 •21世紀に向けた「明るくさわやかなまち」づくり

に、全力で取り組んでいるところです。

この記録集は、阪神・淡路大震災での本市の被害状況や応急復旧の対応、救援

活動などを史実として後世に伝え、今後の防災対策に役立てることを目的として

編纂しました。安全で安心して暮らせる地域社会づくりのために役立てば幸いで

す。

多くのボランティアの方々や他都市からの応援職員の皆様をはじめ関係各位か

らいただいたご支援・ご協力に対し心より厚くお礼申し上げます。



発刊に寄せて

尼崎市議会議長禽ノ未 歌

静寂を破る不気味な轟音とともに突如として製った大地を揺るがす激しい揺れ。

わずか十数秒間の烈震は尼崎のまちの様相を一変させ、恐怖と混乱の中で数多

くの尊い人命と市民の皆様のかけがえのない財産を一瞬にして恋い去りました。

これまで営々として築き上げてきたそれぞれの生活の痕跡すらも掻き消したあ

の忌まわしい日、平成7年1月17日。私たちはこの日を終生忘れることはないで

しょう。

その中で、全国各地から寄せられた温かい励ましや自治体などからの応援、そ

して何にも増してボランティアの方々の献身的な活動は、失うものの多かった今

回の震災で被災者の方々を勇気づける一条の光明であったと言えます。

議会におきましても、震災直後から災害復興促進特別委員会の設箇をはじめ、

各種会眺での熱心な協謡に加え、国や県への震災復興支援の要請などの諸活動を

通じて、 一日も早い復旧・復興に努力してまいりました。

今後とも、被災者の方々はもとより、本市のまちづくりにとって真に必要な施

策は何なのかということを見極めながら、復興事業の推進に全力で取り組んでま

いる決意です。

最後に、本密が未曾有の被害となった阪神・淡路大震災における尼崎市の災害

記録として今後の防災対策に幅広く活用されることを心から期待します。
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この記録は、全4部だてで、第1部は尼崎市のあらまし、第2部と第3部は震災への対応、

第4部は復興関連としている。裳災への対応については、時間をおって、第2部第 1章
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害と復旧、被災者への救済措置をまとめている。同一事項が各部各章にわたることがあるた

め、目次に加えて項目別索引を巻末に付した。
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